
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
国東市立志成学園（後期課程）

取組の具体①

①基礎的・基本的な知識及び技能の習得

〇授業力の向上
（１）校内研究のテーマに沿った授業力向上
①学びを深める振り返りの共有の充実
・１時間の授業で、何がわかったらよいのか、何が
できたらよいのか、どんなことに気付かせたいの
か等、視点を持った振り返りを行う。

・ペア（グループ）で伝え合う・見合う
・同じ考え・違う考えの友だちどうしで交流する
・ICT（ロイロノート）を活用（１年時より使用）

②授業規律の徹底
（あいさつ・返事・丁寧に字を書く・ノーチャイム）
③互見授業の取組
・１人１回以上の互見授業を行う。その際，小学校
課程・中学校課程での互見授業を行い、参観した
職員は授業観察シートを活用し，授業改善のテー
マに沿った視点で学習過程毎に教師の指導や児童
の状況の見取りをする。

取組の具体②

○補充学習の充実
・朝自習、昼休み、放課後等に実施
・テスト期間の３０分補充学習（１日２コマ）
・９年生受験対策補充授業（体育大会後から７校時）

〇ＩCTを活用した授業
○毎日の宿題（家庭学習）の工夫・徹底
・「宿題は必ずやりとげる」指導の徹底
＊提出後もやり直しまできちんとする

・個に応じた宿題への対応
〇保護者との連携
・「家庭学習のてびき」の作成と保護者への協力依頼
・定期テストに関する目標や取組は４点セットに明示
し、各教職員の目標管理シートとも連動させる。

・学期末には児童生徒アンケート・保護者アンケート
で家庭学習の取り組みの様子を振り返り，その後の取
り組みに繋げる。


